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市井に生きる本格長期投資家

株式投資で得た資金、総額1億円で社会貢献

猪鼻福松さん (89歳)

株式投資の利益 1億円で社会貢献

9月9日、社団法人日本フイランソロピー協会に

よる「第 8固まちかどのフイランソロピスト賞」の

贈呈式が東京都千代田区の学士会館で行われた。

同賞は社会に役立つ寄付を行った方を顕彰するも

ので、今回の受賞者は猪鼻福松さん (89歳)。

猪鼻さんは東京都北区在住の元警察官。若い頃か

らコツ コツと 資金を蓄えて株式投資を行い、手IJ援を

赤十字社や生まれ故郷の館林市、 また生家の近所の

人たちが利用する集会所の整備資金などに提供して

きた。その総額は実に 1億円。

残念なことに、猪鼻さんご自身は転倒に よる骨折

のため、当日の受賞式には出席できなかったが、あ

らかじめ撮影されたビデオメッセージで登場。病床

にもかかわらずかくしゃくとした話しぶりで、ご自

分の半生や株式投資の体験談を披露し、何度も会場

を沸かせた。

株式投資による資産形成と、その資産を用いた社

会貢献は、まさにこれからの長期投資家のモデルと

いえる生き方。猪鼻さんはどのようにしてファイナ

ンシャル・インデペンデンス(経済的自立)を遂げ

たのだろうか。

猪鼻さんの半生と株式投資、そして社会貢献活動

の一端をご紹介したい。

株で末路哀れにならないためには…・-

東京都北区の病院に入院中の猪鼻さんを訪ねたの

は、 9月の下旬。病室に通じる階でエレベーターを

降りたところ、猪鼻さんは廊下のかたわらで看護婦

さんたちに固まれて談笑中だった。ケガなどものと

もしない自由悶達な話しぶりで、看護婦さんの間で
こうこうや

も人気者の様子。好々爺然とした物腰ながら、物事
けいがん

を鋭く見抜く畑眼を備えた人物という印象である。

「今回はご受賞、おめでとうございますJと挨拶す

ると、元気良くこんなお返事が返ってき た。

猪鼻さん 「いや一、何ともムチャクチャな話でしょ

う(笑)。私みたいに小学校高等科しか出ていない人

聞が、株で儲けてボランティアをしていたら、それ

が(フイランソロピー協会に)見つかって表彰され

ちゃった。

こんなにうれしいことはない。私はあと少しで90

歳だけど、どんどん力が湧いてくる。100歳までいけ

ると思いますよ」

編集部「まだまだこれからも、どうか元気で、頑張っ

て下さい。

ところで猪鼻さんは、株でつく ったお金で社会貢

献を続けられてきたということですね」

猪鼻さん 「株で儲けようなんて思っちゃいけない。

自分の選んだ会社がどう育っていくのか、それを

楽しみにする気持ちが大切だよ」

編集部「では、 実際どんな風に株の運用をされてき

たのでしょうか?J 
猪鼻さん 「おもしろいもので、買った株が 2年で倍

ということもあった。それから、 1ヵ月で 7倍にな

ったこともあった。

その銘柄は、毛糸などの編み機の会社なんだね。

昔はどこの家でも、奥さんが毛糸でセーターやマフ

ラーとかを編んでいたでしょう 。

あるとき、その家庭用の編み機のトップメーカー

が潰れちゃった。するとこれは危ないというんで、

みんながその業界の会社の株を売ったんだね。でも

私は違うと思ったんだ。

やっぱり、毛糸の編み物は生活していくのに必需

品でしょう 。決してなくなることはない。だから、

残った業界 2番手の株を安値で買ったんだね。 1番

手が潰れたんだから、今度は 2番手が伸びるはずだ

から。そうしたらやっぱり、その会社の株価が 1カ

月で 7倍も上がっちゃったんだ。

こういう面白い話もあるけれど、でも、とても株

は人には勧められないね。
してすじ

相場師とか、仕手筋とか、(半世紀以上)いろんな



人を見てきんだが、その時にどんなに派手にやって

いても、みんなしまいには失敗して、破産とか自殺

をしてしまった。欲をかいて株に手を出す奴の末路

は哀れよ」

編集部「では、投資で末路が哀れにならないために

は、どうすれば良いのでしょうか?J 
猪鼻さん「それには (自分だけ儲けようとしないで)

ボランティアをすることだよ (笑)J

病弱な少年期、そして戦傷を

負いつつも生きのびる

猪鼻さんは1915年(大正 4年)、群馬県館林市の生

まれ。

父親は農業を営んで、いたが、猪鼻さんが4歳の時

に肺結核で他界してしまう 。次兄と弟も同じく肺結

核で亡くなり身内の早逝が相つぐが、猪鼻さん自身

も生まれっき腎臓が悪く、少年時代には脳膜炎と脚

気も患って しまう 。医師からは「この子は長くは生

きられない」と宣告されていたという 。

そんな病弱な猪鼻さんをなんとか生かしたいと、

女手一つで身を粉にして働いていた母親が、毎夜、

近くの稲荷神社にお参りに出かけ手を合わせていた

情景を、猪鼻さんははっきりと記憶に刻んで、いる。

小学校の高等科を卒業後は、虚弱体質で中学への

進学がかなわないほどだ、ったが、長兄の農業を手伝

ううちに徐々に体力が回復。商人になることを志し、

隣村の雑貨商に奉公に出る。

猪鼻さんは大麦や野菜の産地である館林で、地元

の農家に肥料や発動機用のオイルなどを売る商売に

携わり、寝食を忘れて働く 。j苫主からも認められ、

将来は独立して穀物商庖を開く夢を持っていたが、

折りしも日本は日中戦争に突入。

日々経済統制が強まる中、自由に商品を売買する

こともままならなくなってしまう 。そこで商人とな

ることを断念し、一転して当時軍隊による召集で不

足していた警官として奉職しようと思い立ったとい

っ。
勉強は小学校高等科を卒業以来、まったくの独学。

にもかかわらず、警官の採用試験を一度で、パスし、

東京・荒川区の下町、南千住警察署に勤務する。

住民からは「笑顔のお巡りさんJI坊ちゃんお巡り

さんJと親しまれていたが昭和15年、日中戦争が泥

沼化する中、猪鼻さんも衛生兵として陸軍に召集さ

株式投資で得た利益 1億

円を、社会貢献に寄付し

てきた謡量福怒さん。

「資金はまだまだたっぷ

り用意してある。ボラン

ティアはこれからもす、っ

と続くよ」と語る。
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本書は猪鼻さんの自伝。決して何

もかもが恵まれていたとはいえな

い境遇の中で、大切に機会を生か

し、文字通り実直に生きてきた猪

鼻さんの人生がj慣うれている。

株式投資に関する記述はほとんど

芯いが、その生き様に触れること

は、長期投資の上で貴重芯ヒント

となるのではないだろうか。
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『実直に生きる わが人生に

悔いなしj(熊谷印刷)

れ、中国各地を転戦する。さらに南方戦線へ送られ

るが、移送の途中で乗っていた輸送船が撃沈され、

九死に一生を得るものの、腰椎骨折の重傷を負って

しまう 。
しょうあく

制海権と制空権を連合軍が掌握し、日本籍の船は

十中八九撃沈されるという状況下、傷摸軍人となっ

た猪鼻さんはようやく赤十字の病院船で内地に帰還

することができた。それ以来、「赤十字は生命を助け

てくれた恩人」と感謝し、この体験がその後の猪鼻

さんの社会貢献活動につながっていく 。

定年まで一巡査として

一署に勤務の異色警察官

復員後は再び巡査として南千住署に勤務。際立っ

たものだけでも、 GHQの占領下、強擦を犯した米兵

をとらえMP(米軍の憲兵)に引き渡したり、東京国

体では昭和天皇の巡行中、騒乱を企てた暴漢を事前

に察知して取り押さえるなどの業績を上げる。

猪鼻さんの勤務ぶりは署内でもトップクラスで、

表彰を受けるのもたびたびだったが、異色の警官で

もあったようである。

肩書きは定年間際まで巡査長。なおかつ定年まで
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34年余り、南千住署ー署に勤務を続けたことも、異

例中の異例。転勤や異動を繰り返し、ポストの階段

を上がることを良しとする日本社会一般の風潮から

みれば、極めて特異なことである。

しかし、猪鼻さん自身は長年なじみのあるコミュ

ニティに身を置き、組織よりも一人の巡査として自

分自身が納得のできる働きをすることに、一番の生

きがいをおぼえていたようだ。

南千住署の歴代の署長も、猪鼻さんに度々転勤や

昇進を受け入れることを求めたが、その度に「署長

を脅かしたり、すかしたりして拒否していた」とい

う笑い話のような話も周囲からは聞こえてくる。

一介のサラリーマンが

長期投資で潤沢な資産をつくる

きて、猪鼻さんが株式投資を始めたのは戦後、株

式市場が再開されて間もない頃だったようである。

当時のことを、猪鼻さんはこう振り返っている。

「当時、お金を株式にしておくと、銀行預金の利子の

倍の配当金がもらえたから、それだけでとても良い

運用になりました。ですから、警察の寮費に給料の

3分の 1を納める以外はほとんどお金を使わなかっ

たし、体が弱かったから、いざという時に備えてコ

ツコツと株を買っていたんです」

本誌の32-33ページで揮上篤人氏も書いていると

おり、過去50年間の日本株式の平均投資収益率は実

に14.5%。配当金と株価の値上がり益が相まり、一介

のサラリーマンだった猪鼻さんが、地道な長期投資

を通じ一代でかなりの資産を築くことができたのも、

十分に納得できる。

また、この潤沢な金融資産が、昇進に目もくれず、

自分自身が納得できる仕事ぶりに打ち込む上で、大

きな支えになってくれたことはいうまでもないこと

だろう。

加えて定年後、猪鼻さんは「私は民間会社に再就職

しているし、共済年金ももらっている。生活に困って

いるわけではない」と通説軍人年金を返上している。

猪鼻さんの生き方は、年金に依存しない自立した

人生の、まさに先行事例ともいえる。

「ボランティアはこれからも

まだまだず‘っと続きますよ」

最後になってしまったが、ここで猪鼻さんの社会

口昭和30年、赤羽公民館(群馬県館林市暴言面本町)

に寄付。

口平成8年-11年、大林稲荷神社、長良神社、集会

所、子どもたちの遊び場を整備 (7000万円)。

口平成8年か5毎年、館林市民を新宿コマ劇場に招待。

口平成10年、日本赤十字社に寄付 (1000万円)

口平成11年、館林市暴言品本町老人会、館林市赤羽

体育祭に寄付。

口平成12年、館林市義2品本町老人会、子供会、館

林市赤羽体育祭に寄付。

口平成13年より館林市赤羽体育祭、館林市立第5小

学校、赤羽公民館に、拡声器・テント・拡大複写

機・放送機器・ソファーなどを寄付。

口平成16年、館林市役所に寄付 (1000万円)。

(以上、寄付総額は約 1億円)

貢献活動の内容をご紹介してみたい。主な事歴は上

の囲みの通り。

ご覧のように、おもな寄付先は故郷の館林市と、

生家のある岡市み2正面地区、そして日本赤十字社。

大林稲荷神社への寄付だが、こちらは戦地から生

還し、警察官としての職務をまっとうすることがで

きたのは、母親がお参りしていたお稲荷さんの御利

益と信じているためである。そこで同神社の新築に

際し、費用の全額を負担し、さらに生まれ故郷の住

民が豊かに暮らしてほしいという願いから、隣接す

る集会所と子どもの遊び場も整備している。その総

額は7000万円。

赤十字社への寄付は、先述のとおり戦時中、故国

へ自分を連れ帰ってくれた病院船を命の恩人と，思っ

ているため。感謝と平和への願いを込め、若い頃か

ら毎年 1万円づつの寄付を続けていたが、不況によ

り赤十字社に寄付金が集まらず、資金難だというこ

とを聞き、平成10年に1000万円を寄付した。

また館林市にも平成16年に、「自由にお使い下さい」

と1000万円をポンと寄付している。

ほかにも毎年、生家のあるみ亙泊地区の運動会に

運営費を寄付。

さらに、館林市と近隣の町に住む耳の不自由な方

を招待した、手話を交えたシャンソンのコンサート

にも寄付をしている。

もう一つ、猪鼻さんの社会貢献活動で忘れてはな

らないのは、それを支える支援者の存在。館林での



寄付活動に際しては、地元在住の遠戚で友人の長浜
りゅういち

隆ーさん (76歳)が寄付先の検討や、行事の企画や

運営、実施にあたっている。長浜さんはみiE〕泊地区

の集会所の建設の際も、現地の実務担当者として尽

力している。総額7000万円の事業だけに、経理の処

理から施工業者の手配まで並大抵の努力ではなかっ

たはずだが、もちろんこれもまったく無報酬のボラ

ンティア。

「ボランテイアはこれからも、ずっと続きますよ。

私が逝ってもまだ続きます(笑)。

資金もたっぷり用意しである。

息子夫婦と長浜さんにも、どのように続けていく
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『敗者のゲーム(改訂版).1
チャールズエリス著 鹿毛雄二訳/日本経済新聞社

0株式投資は「敗者のゲーム」

本書は株式投資を行うすべての人が読むべき、古典
的な名著。工リスは現在の株式市場では機関投資家の
割合が増え、株式投資は相手のミスによる自滅で勝負
がつく「敗者のゲーム」になっているという。
冒頭で工リス自身が「この二百数十頁を読めば読者

は投資家として成功する方法を学ぶことができる」と
言っているように、との本には株式投資のエッセンス
が網羅されている。それだけに論点も多く、また目か
ら鱗が落ちる箇所が非常に多いのであるが、その中で
筆者が最も感動した2点を紹介したい。

0なぜ証券会社の宮業マンの言う通りにすると

うまくいかない?

筆者も株式投資を始めた約20年前に、証券マンに聞
けば値上がり確実な株がわかり、簡単に儲けられると

かよく 言つであるからね」

平成8年に猪鼻さ

んの寄付で整備さ

れた、大林稲荷神

社と集会所、子ど

もの遊び場

猪鼻さんにとって、社会貢献と株式投資は共に世

代を超えて存続する、超長期の事業なのである。

(本誌・伊藤周太)

思っていた。しかし、結果は惨憎たるものだった。当
時はその理由について明確にはわからなかったが、こ
の点について工リスは「証券会社の担当の人に気をつ
け芯さい。多くの場合、素晴らしい人たちである。し

かし、彼5GZ仕事はあなたを届けさせることではない。
あ芯たかう儲けることであるJといっている。言われ
てみれば当然芯ものの、まさにコロンブスの卵で目か
う鱗の至言ではあるまいか。

e・ぅ広からこそ、証券マンは短期で売り買いさせるため
急騰銘柄を推奨することが多い。言われる通りに買っ
てしまうと高値づかみをしてしまい、その後損切りで
売うざるをえなくなったり、売るに売れず、塩漬けに

して抱え込んでしまうケースが多いのではなかろうか。

0タイミング投資はなぜ成功しない?

1860年 1月にアメIj力のS&P500(アメリ力の
代表的な株価指数。 上場銘柄全体の値動きを反映する
ように設定されている)に投資された 1ドルは、複手Ij
の効果もあり 1880年6月には18.45ドルになったと
いう。

しかし仮にこの30年間のうち、株式市況がベストだ
った10ヵ月間を逃しただけで、結果は6.58ドルにな
ってしまう。この市況が絶好調だった10力月間とは、
全体のわす、か 3%に過ぎ芯い期間芯のだかう、タイミ
ングをとらえるのは至難の業。
やはり工リスも言っているように、常に「長期投資

家」を標梼し、市場の最悪期にもフルインベストでの
ぞむことが、市場の活況期にも参加できる現実的な方
法ではなかろうか(工リスはこれを、「ひどく単純なア
ドバイスJといっている)。
短期的な市場の予測は誰にもできないので、タイミ

ングを見た売買は「市場の最も輝く時期」を逃す可能
性があるのだ。

(相山豊 ファイナンシャルプランナー)
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